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論文内容の要旨
【緒言】
　冠動脈CT（coronary computed tomography angiography; CCTA）によって検出される
プラークのうち、急性冠症候群（acute coronary syndrome; ACS）を有意に起こしやすい
ハイリスクプラーク（high risk plaque; HRP）は、陽性リモデリングや低吸収プラークの
特徴を有する。一方、エイコサペンタエン酸（EPA）とアラギドン酸（AA）の血中レベル比
（EPA/AA）が心血管イベントと関連していることが報告されている。しかし冠動脈疾患










artery calcification score; CACS）、冠動脈病変数、プラーク断面積率、EPA/AA比と









認めた。多変量ロジスティック回帰分析により、喫煙（OR 2.58; p=0.046）、冠動脈病変数（OR 























される。この研究成果はAtherosclerosisの2016年第250巻30 ～ 37頁に”Eicosapentaenoic 
acid to arachidonic acid (EPA/AA) ratio as an associated factor of high risk plaque on 
coronary computed tomography in patients without coronary artery disease.” として掲
載された。以上より、本研究は学位授与に十分値するものと評価された。
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